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平成２３年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 
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 ６．共同研究の成果 

学術情報環境として、今後、さらに求められているものはコストパーフォーマンスで、今後の方

向性としてはクラウドコンピューティングに向かっている。そこで、クラウドコンピューティング

に関する幅広い情報交換の場、そして共同研究発展の場をつくるべく、NORTH Internet 
Symposium にて、下記の共同企画セッションを催し、多くの参加者を得た。そして、我々は情報基

盤センター及 NPO 法人 北海道地域ネットワーク協議会などとの共同研究により、高度アプリケ

ーションの利用シーンを念頭においた効率化したネットワーク構築のあり方について研究を行い、

クラウドコンピューティングの利活用について検討した。とくに医療分野において、この研究成果

の活用は大きく期待される。但し、このクラウドコンピューティングが威力を発揮するためにも、

しっかりとしたインフラネットワークの構築が重要で、学術情報環境が、地域に貢献することを念

頭におくと、医療系におけるインパクトは非常に大きいが、実際の応用を考えた場合、非常に厳し

い状況になる。現在、災害地支援とのことで、東北地方に集中された予算配分になっているが、今

後のことを考えた、災害に強いネットワーク構築も忘れてはならない。従って、学術情報基盤の確

立とともに、地域ネットワークの安定があってこそ、初めて、クラウドコンピューティングも威力

を発揮する。現在、図１で示すように、東京の IX が破壊されると、同一地方における大学病院と民

間の病院、クリニックとの間での通信が遮断されることがありうる。言い換えれば、全ての医療機

関が同じプロバイダー契約をすれば、このような問題は起きないが、それは不可能に近い。そこで、

我々が研究開発してきた Virtual Global Network(VGN)の有効性を検討し、さまざまなネットワー

クにて Overlay Network の有用性の実験を行った。現状では、枯渇する IPv4 アドレスなどを鑑

みるに、IPv6 による医療専用ネットワークにより安全性および対災害性の高いネットワークをどの

ようにして実現していくかが、今後の課題である。また、今回のクラウドコンピューティングの講

演にて非常に勉強になったことは、未だ、本物のクラウドコンピューティングが実現されていない

ということである。最近では、インタークラウドなるものも出現してきたが、本物のクラウドにな

れば、インタークラウドは不要ということになろう。 
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（研究成果のつづき） 

   
 図 1. 東京 IX が破壊で地域内通信が停止    図 2. 地域 IX による相互乗り入れのメリット 
 
これらの成果に基づき、現在、我々が利用できるアカデミッククラウドを使い、これらの問題が解

決できないかを、今後、さらに深く研究を進める必要があると考える。 

 


